
Q-PACの役割に関するガイドライン	
 

	
 

LEPS実験課題検討委員会(Q-PAC)は、核物理研究センター・センター長の諮問を

うけ、研究計画検討専門委員会のもとに、以下の責務を遂行する。	
 

	
 

(1)	
 年に１回以上の委員会を開催する。	
 

(2)	
 LEPSビームラインにおける共同研究の新規実験課題について、物理的な意	
 

	
 	
 	
 	
 義及び実験の実現可能性について審議し、採択の可否を答申する。	
 

(3)	
 LEPSビームラインにおける共同研究に関して報告をうけ、物理的な意義、	
 

	
 	
 	
 	
 技術的問題、実験の実施状況などを精査し、適切な助言を行う。	
 

(4)	
 その他、LEPSビームラインにおける研究計画について助言を行う。	
 

	
 

	
 

付則	
 

1	
 このガイドラインは、平成24年11月26日から実施する。	
 


